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5)喉頭破裂,尿管損傷 を伴 った引 き抜 き損傷

による一.上二腕断裂の 1例
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我利 ま喉頭破裂,尿管損傷を伴った引き抜き損傷によ

る卜粧断裂の 1例を経験した.症例は62歳男性.作業中

にプロペラシャ7トに作業服が引き込まれ愛憐.石 l･_梶

は鈍的に切断されていた.入室後よi)ピンク泡沫状の略

軋 頚部の皮下気腫が認められたため,頚部切開したと

ころ甲状軟骨が粉砕されていた.直視 卜に挿管チューブ

を誘導しながら経口的気管内挿管を行った.喉頭形成術

を施行した後に気管切開術,右上腕断端形成術を施行 し

た,入院後9日目より尿量が減少し腹部膨満が出現,画

像検査で右尿管不全断裂を認めたため,経勝既約に Do

uble-Jカテ-テルを挿入した.以後経過良好であっ

た.鈍的喉頭外傷は稀な疾患であるが,迅速かつ適切な

治療が行われか すれば予後不良かつ致命的となる.鈍的

外傷患者の診察においては,迅速な全身検索が董要であ

り,かつその後の経過においても遅発性の新たな外傷の

出現に充分な注意を賓すると思われた.多発外傷におけ

る鈍的喉頭外傷の迅速な診断,および確実な気道確保の

重要性が再確認された.
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1)救急搬入時の情報記録表の活用
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救急外来において,そこで行われる初療が疾患の予後

に及ぼす影響は大きい.私達は,日頃より救急処置を行

うにあたり,救急隊からの第一報と搬入時の状暦に違い

があり,戸惑うことが多々あった.そこで,当地域の救

急隊へ協力を依頼し,意見交換 しながら,第一報から,

受け入れ患者をイメ-ジできる情報記録表を作成し活用

した.その結果,申し送りの時間が短縮でき,記録の重

複がなく,すみやかに処置を行うことができた.

救急の場面は,常に突発的である.救急隊からの限ら

れた情報の中でより正確な情報を把掘 し,処置の準備,

他部門への連絡,患者家族-の不安の緩和など,短時間

の中で看護婦に求められることが多い.｢命の引継ぎ｣

57

である申し送i)を次のすみやかな処置へとつなげるため

にも,救急隊との連携が不可欠であると再認識した.

今回の取組みで消防署の救急体制や,救急隊の医療機

関への気苦労も,知ることができた.今後も,情報交換

を行いながら,倍癖と協力関係を築き,地域に槻づいた

救急体制をめざしていきたい.

2)研修医の救急車同乗実習について
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当新潟市民病院では,新潟市消防局に協力をお願いし,

研修医の救急車同乗実習を1999年9月よl)開始 してい

る.目的は,1)救急隊の業務を理解する,2)プレホス

ピタルケアでの救急処麿を理解する,3)救急患者がど

ういう過程を経て病院に到着するかを体験する,4)柄

院到着前の救急現場の実態を肌で体験する,こととして

いる.本実習の問題点を明らかにするため,研修医及び

救急隊員に,アンケ-ト調査を実施した.

研修医 ･救急隊ともに,本実習は救急隊の業務を深め

るのに有用とする意見が多かった.しかし,実習期間 ･

寛習回数を増やすべきとする意見が多かった,また,救

急医療の研修の宿命であるが,出動件数がばらつくこと

に対する不満 ･懸念がみられた.

本実習は,研修医 ･救急隊員ともに,おおむね好意的

に受け取られていた.医療機関と救急隊の相互理解のた

めに,本実習は有周と思われた.

3~)長岡赤十字病院における救急救 命セ ンター

の硯状
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新病院移転後まもなく3年を迎える長岡赤十字病院の

救急救命センターの現状を報告 し,問題点を検討 した.

昨年度の受診者数は21,693名で,一口平均60名が受診

し,内10名が入院していることになる.小児科の比率が

最も高く約3割を占める.準夜,深夜帯の受診者が85%

を占めている.救急車による搬送は2,546名で,受診者

の9人に1人に相当L,-･･････一口平均7名が救急車で搬送さ

れている.重傷度区分では8割は軽症者で重症,CPA

は5%に満たない.受診者の2/3が長岡市民であった.

当センターの問視点としては救急医学会認定医の不在,


